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年	 月	 日	 学	 歴	 	 	 	 ・	 	 	 	 免	 許	 

1978	 3	 	 群馬県立中央高等学校理数科卒業	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

1979	 4	 	 東海大学医学部入学	 

1986	 3	 	 東海大学医学部卒業	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 医師免許取得（1986 年 5 月 22 日）	 

（医籍登録番号第 297180）	 

1991	 5	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 精神保健指定医	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 	 	 	 

年	 月	 日	 学	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 位	 

2000	 3	 24	 医学博士	 	 

学位論文題目：在宅高齢患者と介護者における QOL と家族環境についての研究	 

	 

	 

要旨	 

在宅ケアを受けている 65 歳以上のリハビリテーション患者(n=229)と家族(世帯数＝

84)を対象として、障害度するための Barthel	 Index、自己記入式 QOL 質問表（QUIK）、家

族環境尺度（FES）を用いて、高齢患者と家族環境の相互関係について、対照群である健

康高齢者（n=253）と家族（世帯数＝89）について QOL を比較検討した。	 

患者家族群における高齢者と介護者の QOL と家族環境の相関関係は、対照群とは異な

っていた。家族に在宅高齢患者が出現すると、家族成員の QOL と家族環境（凝集性、

組織性、表出性）との相互作用が強まることが示唆された。家族の凝集性、組織性、表

出性が高くなると高齢患者も介護者も QOL が高くなる。高齢患者と介護者の高い QOL
を維持していくためには、介護家族の特性を理解し、凝集性（まとまり具合）、組織性（役

割分担）、表出性（コミュニケーション）を高めるような家族支援が必要になる。 
 
	 	  
	  
 
	 

	 

 
記入注意	 (1)手書きの場合、黒ｲﾝｸ（黒ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ）・楷書・算用数字を使用のこと。ﾜｰﾌﾟﾛ使用可。	 

	 	 	 	 	 (2)学歴は高等学校卒業から記入のこと	 

Toshiyuki Watanabe



	 

（氏	 名	 渡辺俊之	 	 ）	 

年	 月	 日	 職	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 歴	 

1986	 5	 1	 東海大学医学部前期研修医	 

精神科、小児科、救命救急センター、神経内科、リハビリテーション科	 

1988	 4	 1	 東海大学医学部精神科後期研修医	 

精神分析的精神療法、家族療法、集団療法、コンサルテーション・リエゾン精神医学	 

1990	 4	 1	 東海大学医学部精神科助手（常勤：1990―1992）	 

皆川記念病院（出向：1993～1995）、精神科リハビリ担当、医学科学生指導	 

相州病院（出向：1996-1998）精神科リハビリ（作業療法、認知症の回想法）、PSW と

OT のスーバービジョン、医学科、看護学科、社会福祉学科の学生指導	 

1998	 4	 1	 東海大学医学部精神科助手（常勤：1998-2000）	 

副病棟医長（1998～1999）、診療問題懇話会委員（1999～2000）	 

医学部校舎親交会委員（1990～2000）、クリニカルクラークシップ推進委員（2000～

2001）、湘南校舎保健管理センター担当医（2000～2003）	 

2001	 4	 1	 東海大学医学部講師	 

精神科教室幹事、教育計画部教育研修委員、学士入学試験委員	 

2003 年度	 ベストティーチャー	 

2004

～	 

現在	 

4	 1	 １，高崎健康福祉大学（火曜日～金曜日）	 

①健康福祉学部社会福祉学科教授	 

担当科目：精神保健福祉援助演習、精神保健援助実習指導ⅠⅡⅢ、精神保健学、精

神医学、医学概論、精神科リハビリテーション学、現代保健福祉問題入門、精神保健

福祉演習、卒業論文	 

精神保健福祉士実習学生（毎年 10 人前後が履修）への就職支援	 

PSW として就職した既卒生（実習指導担当）は、１期生２名（群馬、宮城）、２期生２

名（群馬）、3 期生 3 名（群馬）、4 期生 2 名（新潟、静岡）、5 期生 3 名（群馬、栃木、神

奈川）、MSW は 4 期生 1 名（群馬）、6 期生（2010 年度卒業予定者、MSW に 1 名内定）	 

②保健福祉研究科教授；	 修士と博士共に○合教員	 

保健福祉学修士指導教官	 修士取得者のテーマ（学生の希望する内容を指導）	 

	 １）保育所保育士における家族支援の役割（2006）	 

	 ２）スーパービジョンにおける家族療法的視点の内在化（2006）	 

	 ３）リハビリテーション看護におけるジェノグラムの有用性（2007）	 

	 ４）多職種で構成されるグループ・スーパービジョンの質的研究（2007）	 

	 ５）看護教育における「語りワーク」の有用性（2008）	 

	 ６）保健室登校への養護教諭の支援のあり方に関する研究（2009）	 

	 ７）精神保健福祉士の仕事体験に関する研究（2009）	 

2010 年度	 1 人の修士論文が審査予定	 

保健福祉学博士指導教官	 :	 後期課程学生１人の博士論文が審査途中（2010）	 

③子ども・家族支援センター設立と運営	 

文科省私立大学学術研究高度化推進事業の助成金 3000 万を獲得（代表：平山宗宏、プ

ロジェクトリーダー渡辺俊之）、2008 年にセンターの運営を開始。目的は子どもと家族の

支援、学内共同研究の推進、大学院生教育（関連研究論文を業績欄に記載）	 

④その他	 

研究倫理委員会副委員長（H18-H21)、遺伝子組み換え委員、メンタルに問題がある学

生への個別支援・相談、卒業生ＰＳＷのメイリングリスト管理、卒後相談	 

２，東海大学医学部非常勤教授・同付属病院精神科	 医師（月曜日）	 

	 医学部 5 年生実習グループ別講義（隔週）	 

医学部 2 年（人間関係学）と 4 年（精神医学）に年 1 回の講義、	 

看護学科２年（精神保健）に年 1 回の講義	 

診療：一般外来、精神分析的精神療法、介護家族カウンセリング（毎週）	 

	 

	 



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （氏	 名	 渡辺俊之	 	 ）	 

年	 月	 日	 学	 会	 活	 動	 

1989～
現在	 

5	 	 日本精神神経学会	 会員	 	 

発表、座長	 

シンポジスト	 身体症状を伴う境界性神格障害の入院治療―他科連携と医療チーム

の構造化―第 94 回日本精神神経学会（1998）	 

資格：日本精神神経学会専門医（2009～）	 

1991	 
～	 

現在	 

3	 	 日本精神分析学会	 会員	 

発表、教育研修セミナー講師、助言者	 

資格：日本精神分析学会認定スーパーヴァイザー、同認定精神療法医（2000～）	 

1992

～	 

現在	 

5	 	 日本家族研究・家族療法学会	 会員	 評議員	 

発表、座長、コメンテーター	 

シンポジウム：身体疾患患者への家族アプローチ、第 14 回日本家族研究・家族療法

学会（1998）	 

大会長講演「介護家族支援」	 第 23 回日本家族研究・家族療法学会高崎大会（2006）	 

教育研修委員、国際交流委員（2004～2006）	 

教育研修委員・資格制度検討委員会、学会誌編集委員（2007～2009）	 

学会誌編集委員長（2010～現在）	 

第 3 回 K-J（韓日）家族療法ケースカンファレンス、事例提供（2007 ソウル）	 

地域ワークショップ福島：ワークショップ講師	 (2003)	 

同	 	 	 	 山梨：	 	 同	 	 	 	 	 	 （2007）	 

同	 	 	 	 山形：	 	 同	 	 	 	 	 	 （2008）	 

第 2 回アジア家族研究・家族療法協会シンポジウム（2010）	 

座長	 

第 4 回 k-J(韓日)家族療法ケースカンファレンス、事例提供者（2010 東京）	 

Psychopathology	 of	 caregiver	 depression	 

2007	 

～	 

現在	 

10	 	 日本社会福祉学会	 会員	 

口頭発表（共同発表、2008、2009）	 

	 

2006	 

現在	 

10	 	 日本保育学会	 会員	 

ポスター発表(共同発表)、口頭発表（共同発表者）、座長（2009、2010）	 

1992	 	 
～	 

2008	 

退会	 

3	 	 日本総合病院精神医学会評議員（1995～2008）	 

口頭発表、座長	 

シンポジスト	 大学病院精神科における短期入院の試み	 

第二回有床総合病院精神科フォーラム（1999）	 

資格：日本総合病院精神医学会指導医・認定医(2000～2008)	 

2008

～	 

現在	 

3	 	 日本児童青年精神医学会	 会員	 

口頭発表(2010)	 

2001	 

～	 

現在	 

4	 	 日本集団精神療法学会	 会員	 

口頭発表（2001）	 

1990

～	 

現在	 

4	 	 日本サイコネフロロジー研究会	 会員	 世話人	 

（透析・腎移植における心理社会的問題を議論する研究会であり、参加者 500 から 700

人、医師、看護師、MSW、技師などがメンバー）	 

発表、座長	 

関連学会シンポジスト	 Family	 Dynamics	 and	 Decision	 Making	 from	 Living	 Donors、

第 13 回精神研国際シンポジウム（1998）	 

2005	 

～	 

現在	 

10	 	 日本リハビリテーション心理研究会	 会員	 副会長	 

（身体障害者・身体障害児の心理的問題やリハビリテーション医療における心理的問題

を議論する研究会、医師、看護師、PT、OT、MSW などがメンバー	 

座長	 

ワークショップ講師	 

教育講演講師	 

	 



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （氏	 名	 渡辺俊之	 	 ）	 

	 	 	 社会への貢献	 

2007

～

2010	 

4	 1	 厚生労働省	 	 

理学療法士・作業療法士国家試験作成委員	 

2008

～	 

現在	 

4	 1	 独立行政法人労働者健康福祉機構	 

群馬産業保健推進センター	 メンタルヘルス担当相談員	 

2006	 

～	 

現在	 

4	 １	 障害程度区分審査会委員（群馬県玉村町）	 

2010

～	 

現在	 

6	 	 ケアラー（家族など無償の介護者）連盟	 施策実現のための共同研究者	 

平成 22 年度：厚労省老人保健健康増進等推進事業による全国ケアラー実態調査について
の調査票作成 

2009	 9	 21	 学会招聘講演	 

NPO 在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク、第 15 回全国のつどい	 

市民公開講座「ケアする家族の心のケア」	 

2008	 9	 19	 学会招聘講演	 

日本デイケア学会第 13 回年次大会	 教育講演 1	 

「高齢者の家族の理解と支援」	 

2008	 7	 4	 学会招聘シンポジスト	 

第 13 回緩和医療学会学術大会シンポジウムースタッフのメンタルヘルス：バーンア

ウトしない・させないためにー	 

「バーンアウトと逆転移」	 

2006	 

～	 

2007	 

	 	 介護関連の裁判	 

介護殺人裁判における参考意見陳述	 

2004

～	 

2006	 

	 	 介護関連の裁判	 

認知症者の養子縁組認定責任能力についての意見書、参考意見陳述、反論書	 

2002	 

～	 

現在	 

	 

	 

	 NPO 介護者支援団体アラジン理事、スーパーヴァイザー	 

「ケアする人のケア」介護者へのメイル相談員（2002,2004）	 

がんばらない介護生活を考える会賛同者	 

認知症と家族の会（群馬支部）	 

1990

～

1998	 

	 	 横浜いのちの電話	 医療相談員、講師	 

2004

～	 

現在	 

	 	 ＜その他の社会的貢献活動＞	 

1）介護者・介護家族の心のケアについてのコメント、取材、対談	 

	 	 テレビ、ラジオ、新聞、雑誌など	 

2）高齢者、介護者、リハビリ患者の心理的問題に関連した講演	 

福岡、山形、福島、石川、福島、宮城、長野、新潟、東京、神奈川など	 

3）透析医療・腎移植医療の心のケアに関連した講演	 

名古屋市、京都市、春日井市、市原市、さいたま市、伊勢原市など	 

移植コーディネーター研修講師	 

4）学校メンタルヘルスや産業メンタルヘルスに関連した講演	 

前橋市、太田市、高崎市など	 

5）群馬県内の国際結婚家族への子育て支援	 

国際結婚家庭の面接調査、国際結婚児の心身状態の調査と支援、国際交流のためのコ

ンサート企画、県内の国際交流フェスティバルへの協力	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 



著書目録	 

著書	 

（書籍）	 

発行または	 

発表年月	 

発行所・発表雑誌等	 

または発表学会等の名称	 

単著	 年	 月	 発行所	 

渡辺俊之：希望のケア学	 	 2009	 9	 明石書店	 

渡辺俊之：介護で幸せになる	 	 	 2007	 7	 山海堂	 

渡辺俊之：うちの親、こころの病気と思ったら読む本	 2007	 3	 中央法規出版	 

渡辺俊之：介護者と家族のこころのケア	 2005	 5	 金剛出版	 

渡辺俊之：ケアを受ける人の心を理解するために	 2005	 1	 中央法規出版	 

渡辺俊之：ケアの心理学	 	 2001	 10	 ＫＫベストセラーズ	 

渡辺俊之：ソーシャルワーカーのための老年医学	 1999	 10	 日本社会福祉士会	 

共著	 年	 月	 発行所	 

渡辺俊之、小森康永：バイオサイコソーシャルアプロー

チ	 

2014	 ７	 金剛出版	 

佐藤武、渡辺俊之：メディカルサイコセラピー	 	 2004	 １	 テンタクル	 

監修  年	 月	 発行所	 

渡辺俊之、松本英夫監修、千葉千恵美著：乳幼児のため

の保育と親への支援 
2006	 12	 久美出版	 

編著	 年	 月	 発行所	 

渡辺俊之：リハビリテーション医療と心理、リハビリテ

ーション患者の心理とケア、渡辺俊之、本田哲三編、ｐ

1-13	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之、物部長承：切断者、リハビリテーション患者

の心理とケア、渡辺俊之、本田哲三編、ｐ52-62	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之：痴呆を伴うリハビリテーション患者、リハビ

リテーション医療と心理、渡辺俊之、本田哲三編

p127-136	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之：リハビリテーション医療における治療関係、

リハビリテーション医療と心理、渡辺俊之、本田哲三編

p147-152	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之：障害者家族への関わり、リハビリテーション

医療と心理、渡辺俊之、本田哲三編 p153-160	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之、先崎章：精神症状への対処、リハビリテーシ

ョン医療と心理、渡辺俊之、本田哲三編 p215-226	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之：リエゾン精神医学の活用、リハビリテーショ

ン医療と心理、渡辺俊之、本田哲三編 p250-255	 

2000	 7	 医学書院	 

渡辺俊之：力動精神医学、リハビリテーション医療心理

学キーワード、才藤栄一、渡辺俊之、保坂隆編、p8-14 
1995	 9	 エヌ＆エヌ	 パブリシッ

ング	 

渡辺俊之：転移と逆転移、リハビリテーション医療心理

学キーワード、才藤栄一、渡辺俊之、保坂隆編、p96-98 
 

1995	 9	 エヌ＆エヌ	 パブリシッ

ング	 

渡辺俊之：依存と自立、リハビリテーション医療心理学

キーワード、才藤栄一、渡辺俊之、保坂隆編、p99-102 
 

1995	 9	 エヌ＆エヌ	 パブリシッ

ング	 

渡辺俊之：心の子ども返り（退行）、リハビリテーション

医療心理学キーワード、才藤栄一、渡辺俊之、保坂隆編、

p56-58 

1995	 9	 エヌ＆エヌ	 パブリシッ

ング	 

渡辺俊之：精神療法、リハビリテーション医療心理学キ

ーワード、才藤栄一、渡辺俊之、保坂隆編、p111-118 
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